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この度は本製品をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。 

安全にご使用いただくために、必ず取扱説明書をよくお読みになり、正しくご使用ください。 

また、本書の内容については、予告なしに変更する場合がございますので、ご了承ください。 

 

ご使用上の注意 

 

本製品は呼気中のアルコール濃度を簡易的に測定するものであり、運転可否を判断するものではあり

ません。 

本製品の使用をもとに車両の運転可否を判断したあと、検挙されたり、事故が発生したとしても、本製

品の製造者及び販売関係者は一切の責任を負いません。 

飲酒運転は飲酒量にかかわらず法律で禁止されていますので、絶対に行わないでください。 

 

安全上のご注意 

 

 

■本来の目的以外で使用しないでください。 

■本品を水で濡らしたり、濡れた手で取り扱ったりしないでください。  

■本品に強い衝撃や振動を与えたり、落としたりしないでください。 

■唾液や水などがセンサー内部に入らないように注意してください。 

■本品を分解、改造しないでください。 

■夏場の車内や火気の近くなど、高熱になる環境、また直射日光の当たる場所で使用、保管し

ないでください。 

■小さなお子様の手が届かないところで使用、保管してください。 

■誇りや粉塵などが多いところで使用、保管しないでください。 

■芳香剤、タバコ、スプレーなど、においが強いところで使用、保管しないでください。 

■製品仕様で規定する使用温度範囲、保管温度範囲で使用、保管してください。 

■浴室や湿度が高いところで使用、保管しないでください。 

■使用中に異臭や煙が出た場合はすぐに使用を中止してください。 

■お手入れの際は、シンナーなどの有機溶剤は使用しないで、乾いた布などでやさしく汚れを拭き

取ってください。 

■その他、何か異常を感じたら、すぐ使用を中止し、販売店または弊社にご連絡ください。 
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1.同梱物 

 

① 本体 

 

 

 

 

② 電源アダプタ 

 

  

① 電源アダプタ 接続口 

② LANケーブル 接続口 

③ USB 接続口 

④ USB 接続口 

(正面) (側面) (背面) 
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2.最初に電源を投入した時の設定 

①言語選択する。（日本語を選択して次へ） 

②スタンドアロンを選択する。 

本書は、スタンドアロン版の説明になります。クラウド連携版をご利用の方は、クラウド

開設メールのマニュアルを参照ください。 
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3.設定画面の開き方 

 

 

4.ユーザー登録設定方法 
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5.管理設定方法 
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6.アルコールチェッカー使用方法 

 

 

 

E-1 E-2 E-3

E-4 E-5

出発時・帰着時

カメラ画面にて顔認証を行い、「出発」or「帰着」を選択。

アルコール検知器に息を吹きかける。 

※アルコール検知器に「吹き込んでください」と表示されてから吹き込みを行う。 

乗車する車両を選択後「確認」を選択する

＊車両が多い場合は検索で車両ナンバーを入力すると、対象車両を絞ることができる。

管理者を選択後、“確認”を選択する。

“いってらっしゃい” または“お疲れ様でした” と表示がされ、処理完了。 

Step1.

Step1.

Step2.

Step2.

Step3.

Step3.

Step4.

Step4.

Step5.

Step5.
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7.データ抽出方法 
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故障かなと思ったら 

 

・飲酒してないのにアルコールが

検知された 

・測定結果が高い 

・測定結果が安定しない 

・飲食（発酵食品やキシリトールなど）、タバコ、オーラルケア用品、においの強

いもの、アルコール成分を含んだものなどを口にした直後に測定していませんか？

水でうがいをして、20 分以上時間をあけてから再度測定してください。 

・本品に強いにおいが残っていませんか？前に測定した人のアルコール成分が残

っていませんか？本体を軽く数回降って、においやアルコール成分を取り除き、少

し時間をあけてから再度測定してください。または、吹きかけ口をきれいに水洗い

して、よく乾かしてから再度測定してください。 

・芳香剤、タバコ、スプレーなど、においが強いところで測定していませんか？場所

を変えて測定してください。 

・飲酒直後に測定していませんか？飲酒直後は口内にアルコール成分が残って

いるため、測定値は高めになります。水でうがいをして、20 分以上時間をあけて

から再度測定してください。 

・測定結果が安定しない 

・測定結果が低い 

・風がある場所で測定していませんか？風が当たらない場所で測定してください。 

・吹きかけ口から離れて息を吹きかけていませんか？口を吹きかけ口に近づけて

から息を吹きかけるようにしてください。 
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製品保証及び免責事項 

 

１．無償保証の適用範囲 

日本国内に設置されたもので、取扱説明書や技術資料に準じた使用状態で保証期間内に発生した自然故障を

適用範囲とします。製品本体の修理・交換を対象とし、付け替えの際に発生する工事費用は保証対象外とします。 

 

２．無償保証期間 

製品の保証期間は納入日から1年間、修理・交換を行った製品の保証期間は初回購入時の納入日からとします。 

 

３．無償保証内容 

製品本体などのハードウェアは、修理もしくは新品に交換するものとし、ソフトウェアはアップグレードでの対応とします。

記録媒体(内部搭載の記録メディアまたは外部機器)を使用する製品で、製品交換により記録内容が消失する場

合がありますが、これらの場合の二次被害についての補償は対象外とします。尚、不具合品の返送費用はお客様負

担となります。 

 

４．保証免責事項 

① 取扱説明書に記載の設置方法が正しく行われていない場合の故障および損傷 

② 技術資料(温度・湿度・接続方法など)に準じていない使用方法による故障および損傷 

③ 火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、事故、ガス害(硫化ガスなど)、塩害、火害などによる故障 

および損傷 

④ お客様の過失による故障(物体の衝突、落下など)および損傷 

⑤ お客様の任意で分解、改造などを行った場合 

⑥ 設置および輸送時の不注意による故障および破損 

⑦ 異常電圧や定格外の電源(電圧、周波数)などによる故障および損傷 

⑧ 施工上の不備に起因する故障および不具合 

⑨ 屋内用顔認証アルコールチェッカーを屋外に設置した場合による故障および破損 

⑩ SGST社からの購入情報(納品書、注文書、請求書など)を提出できない場合、またはSGST社の販売履

歴にない場合 

⑪ 5項に示す不具合発生連絡書が発行されない場合 

⑫ SGST社の承諾を得ないでお客様が修理/交換した場合 

⑬ 顔認証アルコールチェッカーに関連して発生した、結果的損害・被害は保証対象外とする。 

⑭ 誤った使用方法や不具合の発生により映像が表示できないことでうける被害・損害・不便 

⑮ SGST社以外の提供による製品やシステムなどによる不具合および被害・損害・不便 

⑯ 記録映像が何らかの理由により公となり、その結果生じるプライバシー侵害などに関する賠償 

⑰ 顔認証アルコールチェッカーを経由した情報漏洩、悪意を持った第三者による不正操作、妨害や停止によ

る不便・損害・被害 

⑱ 顔認証アルコールチェッカー内部および外部の記録メディアに保存された記録が、万一消失した場合による

不便・損害・被害 

⑲ 設置した顔認証アルコールチェッカーの落下による、物理的損傷・人的損害に関する不便・損害・被害 

⑳ 埃の蓄積、カビ、小動物・昆虫・害虫の侵入・糞尿・巣による不便・損害・被害 

上記免責事項に該当する場合や製品不良以外の修理に関しては、不良対応に対する実費(送料を含む)をお客

様が負担するものとします。 
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５．不具合発生時の連絡 

不具合が発生したらSGSTコンタクトセンター(連絡先は下部参照)にご連絡ください。メールの場合は、不具合発生

連絡書の内容を記 入し送付してください。お電話の場合は、不具合発生連絡書の内容をお尋ねしますので、事前

に内容をご確認の上お電話お願いいたし ます。 

 

<参考> 不具合発生連絡書の内容 

・お客様名 

・ご住所 

・お電話番号 

・お買い上げ日及び、お買い上げを証明するもの(領収書、レシートなど) 

・不具合発生日 

・型式、シリアルナンバー 

・不具合内容(どのような環境下で設置されていたか、不具合現象が分かる写真、ビデオなど) 

 

６．保証期間を超過した場合 

修理によって機能が維持できる場合は、お客様のご希望により有償で対応する。 

 

７．その他 

① パネル表面に破損がない場合でも内部の液晶が破損している場合は理由の如何を問わず破損扱いになりま

す。 

② 修理に際しケーブルやその他の部品が必要になった場合や弊社で診断した結果として新たな故障個所が発見

された場合は部品代などが追加になります。 

③ 修理及び部品交換の際、外筐部品に施されたカラーリング等の原状復帰はいたしかねます。またお客さまご自

身が貼られたシールや液晶保護シール類については破棄させていただきます。 

④ 交換した部品は有償修理／無償修理にかかわらず株式会社SGSTに帰属するものといたします。 

⑤ 補修用性能部品の保有期間が終了した製品については修理のご依頼をお受けできない場合がございます。 

⑥ 修理のキャンセルなどで現状返却した場合の動作保証はいたしません。また修理が必要と判断した部品が複

数に及ぶ場合にお客 様が一部部品のみの修理を希望され実施した場合も動作保証はいたしません。 
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販売会社：株式会社 SGST 
住所：〒105-6923 東京都港区虎ノ門 4−1−1 

神谷町トラストタワー23 階 

 

 

 

 

〒135-0053 東京都江東区辰巳 3-18-13 SMART BASE TOKYO 修理担当宛

mailto:service@sgst.ai

